
　　環境部  ２７年度活動報告・水質調査集計

活動内容 水質調査内容
６月 水質調査勉強会の開催 pＨ…水素イオン濃度
６～12月 各地点の水質調査実施 ＣＯＤ…化学的酸素要求量

ＰＯ４…リン酸イオン

水の採取場所

水質調査集計

排水機場水門前（末広町）

二瀬川排水路（二瀬川）

　倉真川前側橋下（七日町）

源ヶ谷池（秋葉路）

水素イオン濃度（pH)
　pHは水の液性を示す指標の１つで、pH１～14まであります。pH7が中性で、そ
れより大きいとアルカリ性、小さいと酸性になります。
　河川水では通常pH7付近ですが、人為汚染(工場・生活排水など)、植物プランク
トンの光合成などにより、酸性あるいはアルカリ性になることがあります。

化学的酸素要求量（ＣＯＤ)
　COD(Chemical Oxygen Demand）は、水に含まれる有機物を化学的に分解す
るのに要する酸素の量（㎎/ℓ）のことです。
　測定値が高くなると、生活排水や工場排水などの汚水が混入している可能性が高

上屋敷倉真川排水路（上屋敷） 自動車学校北側（秋葉通り）

倉真川大池橋下（鳥居町） 逆川長谷橋下流（長谷）

「多摩川環境学習プログラム」より

水の採取・調査担当
上屋敷倉真川排水路・自動車学校北側水路 … 松村利彦（上屋敷）

源ヶ谷池 … 内海俊吉（秋葉路）、　倉真川前側橋下 … 金田満夫（七日町）

倉真川大池橋下 … 藤江真一（鳥居町）二瀬川排水路… 山崎和則（二瀬川）

逆川長谷橋下・末広排水機場水門前 … 杉山治彦（長谷）

　今年度も７回にわたって各地域の河川や水路の水質を調査しました。不慣れなこともあり、測定値に多少の誤
差もあるかと思いますが、ほぼ例年並みの数値を示しました。きれいな状態が続いているようです。
　第五地区をはじめ、掛川市は自然に恵まれ、たくさんの生き物が棲息しています。第五地区センターまつりで
は、水質データに加えて、昔掛川市周辺で見られた魚等についても紹介しました。
　最近は、中国の大気汚染の影響など新たな問題についても報じられています。環境部としてできることはまだ
まだいろいろありそうです。　　　　　　　　　　　　　　　（環境部）

　測定値が高くなると、生活排水や工場排水などの汚水が混入している可能性が高
く(有機物が多く含まれていることになり)、水中の酸素が不足して魚などが棲息で
きず、自然浄化作用が低くなってしまいます。

リン酸イオン（ＰＯ４)
　リン酸イオン(リン酸態リン)は水中に含まれるリン成分のことで、生物の分解(死
骸)、肥料、工場排水、生活排水(合成洗剤など)に多く含まれています。
　リン酸イオンは、栄養源として藻類に吸収されるため、富栄養化現象の直接的な
原因物質になります。リン酸イオンが増加すると、植物プランクトンや藻類の異常
発生などを引き起こし、環境に大きな影響を与えます。


